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研究要旨：内科および小児科専門医によるワーキンググープを組織し、コンセンサスに基づいた IBD
患者に対するワクチン接種の手引きを作成した。「ワクチンで予防可能な疾患（VPD）」「生ワクチン」

「不活化ワクチン」「妊娠・出産とワクチン接種」の４領域に対し、19 の質問およびその解説を作成し

た。
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A. 研究目的

IBD は若年で発症し、かつ免疫抑制療法を生

涯にわたり継続する必要がある症例が少なく

ない。これら症例では学童期や妊娠・出産を

控えワクチン接種を必要とする際に、IBD 治

療の影響が懸念される。本研究では IBD 診

療に携わる医師がワクチン接種に関する情報

を適切に収集できる指針を作成することを目

的とした。
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B. 研究方法

31 名の研究者によるワーキンググループを

組織し、学童期・成人に対するワクチン接種

およびワクチンにより予防できる疾患への対

処について，文献および国内専門家の見解を

もとに ，特に IBD 患者において留意すべき

点を中心に質問と要約、解説文を作成した。

C. 研究結果

「ワクチンで予防可能な疾患（VPD）」「生ワ

クチン」「不活化ワクチン」「妊娠・出産とワ

クチン接種」の４領域に対し、19 の質問お

よびその解説を作成した。国内の関連ガイド

ラインや海外における IBD 患者への予防接

種ガイドラインなどを参照し、主要な文献デ

ータも交えて作成し、全体討議にて内容の修

正を行った。以下、掲載された 19 の質問を

示す。

（VPD） 
・IBD によって VPD のリスクが高まるか？

・VPD のリスクが高まる注意すべき IBD は

何か？

・診断時にワクチン接種歴と VPD 既往歴を

確認すべきか？

・診断時に VPD の抗体価を測定すべきか？

・抗体価が低直であればワクチン接種あるい

は追加接種すべきか？

・接種後あるいは経過中に抗体価を測定すべ

きか？

（生ワクチン）

・免疫抑制療法中の患者に対して生ワクチン

は接種できるか？

・生ワクチン接種と原疾患の治療のどちらを

優先するべきか? また，生ワクチン接種を接

種する際，免疫抑制療法導入前後に，どれく

らいの期間を設けるべきか？

（不活化ワクチン）

・免疫抑制療法使用中患者に対する不活化ワ

クチンは推奨されるか？

・不活化ワクチン接種を控えるべき状況はな

にか？

・インフルエンザワクチンは毎年接種すべき

か？ 2 回投与したほうがよいか？

・帯状疱疹不活化ワクチンは IBD 患者

に有効か？

・肺炎球菌ワクチンは高齢者患者に接

種すべきか？

・抗 TNF-α抗体製剤使用中の患者に不

活化ワクチンを接種する場合に、投薬

と不活化ワクチン接種のタイミングは

配慮すべきか？

（妊娠・出産）

・妊娠を希望する IBD 患者に接種が勧

められるワクチンは？

・妊娠中の女性 IBD 患者にワクチン接

種は可能か？

・妊娠中に免疫抑制薬治療を行った

IBD 女性患者から出生した児はワクチ

ンを接種してよいか？

・免疫抑制薬治療中の女性 IBD 患者が

授乳している児はワクチンを接種して

よいか？

D. 結論

不活化ワクチンについては安全に接種ができ

ること、生ワクチン接種に当たり注意が必要

であることを中心に、注意すべき感染症など

についても記載し、IBD 臨床に携わる医師に

とって有益なエキスパートコンセンサスを作

成することができた。

E. 研究発表

１.論文発表

論文投稿準備中

研究班ホームページ上に一般公開を予定

F. 知的財産権の出願・登録状況

予定なし
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